
1．総会
(1)概要
平成 28年度のリージョナルステート研究委員会

の総会は、5 月 20 日 18 時から札幌エルプラザに
おいて、18名の参加者で開催されました。
平成 27 年度の活動報告と決算、28 年度の事業

計画と予算がそれぞれ審議の上承認され、また、役
員は全員留任で承認されました。
平成 28年度は、RS研究委員会としての研修会を

2回、分科会は 12回、見学会は 1回開催する予定
とすることが提案され、承認されました。

(2)挨拶と活動方針
社会活動委員会リージョナルステート研究委員会

の滝澤代表から『21 世紀の北海道の自立を目指し
た』研究委員会の活動経過の説明と、今後の方向性
が提起され、自然環境豊かな北海道の自然エネル
ギーを活用した資源循環型の社会システムを構築す
ることを念頭にした、『自然エネルギー』の研究を軸と
して活動するとの今年度の活動方針が示されました。
両分科会も、この共通テーマに沿った多面的な研

究活動を行い、全体として整理していくことを目標
とします。

(3)分科会報告
①水素・循環システム分科会の方針
自然エネルギーの普及には余剰電力の有効活用が
必要となる。余剰電力を一時的に溜める媒体とし
て、水素の可能性を検討する。

②地域主権分科会の方針
自然エネルギーを地域資源と位置づけ、それを活

用した地域活性化の研究を柱としつつ、分科会が
これまで独自に研究してきた地域活性化方策の深
化や拡張も併せて取り組む

(4)質疑
委員会全体としての活動と、両分科会の実際の研

究対象が重なっているのではないか、という意見が
あり、上記(2)の方針を基本にして留意していくこ
ととなりました。

2．第 1回研修会
(1)はじめに
総会に引き続き、北海道大学名誉教授の平井卓郎

先生にご講演いただきました。予定時間を超過し、
(もしかすると大学での講義の何倍もの密度を盛り
込まれたと思われるような)情熱に満ちあふれた講
演を拝聴しました。
林業と再生エネルギーを巡る講演を依頼してお

り、冒頭は林業の概括的な説明から始まったのです
が、徐々に資源や地域との関わりに広がり、技術屋
の使命を提起されて終わったときには、満腹感と使
命感を鼓舞されきりました。
ʠ木ʡ全般を愛する先生の熱い想いと、しかしなが
ら存在する現実とのギャップを分かりやすく織り交
ぜながら、広く深く解説して頂きました。
以下に、先生の講演のまとめを掲載します。

【講演のあらまし 「北海道の木材利用と地域
活性化」】
(2)北海道の木材資源と利用状況
木質系資源の主な用途はマテリアルとエネルギー
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だが、期待と不安が混じり合っている実情がある。
現況としては、道内森林面積は 554万 haで、う

ちトドマツ・カラマツの人工林が 150 万 ha であ
る。トドマツは羽柄材が主用途で、カラマツは合
板・産業用製材が主であり、残念ながら主要構造材
にはあまり使ってもらえない実態がある。

実はカラマツは誤解を受けており、構造用集成材
や構造用合板に使えるのに、その供給量は、当面は
増加が見込めるが、かつてと比べ造林面積が減少し
ていることから、将来的には減少すると見込まれる。
本道の木材自給率は 55％と低くない値である

が、実は建築用材は 22％と低く、構造材はもっと
低い。林産側としては、これを増やしたいと考えて
いる。
木材は、製品に至るステップで歩留まりが低下す

る。最終的な歩留まりは 25～40％となるが、廃材
は現状でも有効利用されているので、単純に廃材を
有効利用しようとするだけでは解決策とならない。
地元の工務店や設計事務所で、道産構造用材を使

いたいというところがあっても、構造用材の安定供
給体制ができていないため、一部を除いてなかなか
定着しない実状にある。

(3)道産材のエネルギー資源としての利用
道内では発電施設やボイラー、ストーブなどで木

材がエネルギーとして利用されているが、その利用
は多いとも少ないとも微妙なところ。

少なくとも道庁の掛け声の割には利用がはかどっ
ていないし、利用量も大幅に伸びているわけではな
い。大規模発電施設への期待感と、原料競合が混在
しているかもしれない。
木質バイオマスの利用は、森林資源の循環利用、

地域振興、カーボンニュートラルの点で意義あるが、
建築材・パルプなど素材としての利用から始め、最
後は熱利用というカスケード利用が前提であるべき
である。
伐採の現場では玉切り枝払いなどの作業の結果、
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林地未利用材が残る。その活用が大事だが、現実は
林道が未整備であり、運ぼうとしても、トラックや
その運転手が足りないなど集荷システムが不十分で
ある。
他方で、建築廃材は収集効率が低い。
小径木などの原木をエネルギー源として使おうと

すると、既存の用途との資源競合が起きかねないし、
ウッドペレットは課題が多い。

(4)木材資源の利用と環境負荷
木材資源はカーボンニュートラルと言われるが、

生産・利用・廃棄を通じての炭素収支を考える必要
がある。
木造建築に全使用期間を通した環境負荷の優位性

を持たせるためには、次の項目に留意すべきである
・中古建築物の適切な利活用
・生産加工工程での初期廃材の低減
・木造製品(木造建築)の長寿命化
・プレハブ化や構造計画
・適切な断熱設計

しかし、耐久性に優れた構造計画、耐力に余裕が
ある設計を適切に行える企業(建築事務所・工務店)
は、まだ少ないという現実がある。
住宅ストック全体の質の向上や地域の安全性向上

を目指すには、既存木造住宅の耐震改修が重要であ
る。また、多雪寒冷地であることを考えると、例え
ば、1階を RC にし、2階以上を木造にする方が耐
久性や熱性能の点で有利である。
木材の環境負荷を考える場合、ライフサイクル全

体についての視点が必要である。木材の使用が有利
な用途はたくさんあるが、時流に乗ったつもりで本
来適さない用途に(無配慮に)使うと、長期間にはマ
イナスとなりかねない。

(5)地域産業市場としての木材・木造建築
生産誘発効果を合わせると、道産材の使用は輸入

材よりも価値が大きいといえる。
しかし、例えば道内に 2,000m2(床面積)の学校

を、木造で建てようとすると、設計や施工監理を行
える地元業者が少ないという実態があり、ここでも、
中央依存で、地域としては損をしている面がある。
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地域内に物的資源が存在しても、活かす人的資源
が欠けていれば有効とはならない。
地方の発展途上企業では慢性的な人材不足である

が、地域における人材育成は相互教育が鍵であろう。

従来は高等教育の有無にかかわらず能力の高い現
場技術者・作業者(技能者)がいたが、最近は急激に
減少しつつある。

(6)リスクマネジメントとしての地材地消
昔の社会は生産消費の多くが地域内で充足してい

たが、現在は広域(世界規模)で充足している。
その両方のバランスがうまくとれていることが重

要である。

(7)おわりに
とにかく、聴講中に「えーっ？！」が何度も飛び出

す講演でした。
私たちが想像していたこととは異なる真実を、

次々と披露いただいた。しかも、反応を楽しんでい
るかのように、軽快に薫陶されました。
最後に提起された「人材育成」という課題は、「講

演を聴講したからには考えよ！」という重～い宿題
だったと感じたものでした。
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